
                               

       

                               

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、本校でも３月より臨時休校と在宅学習を実施しました。 

 今回の NewsLetter では、この間の取組を振り返るとともに、教員の目線では見えなかった生徒や保護者の 

皆様の声を今後に生かそうと実施した「臨時休校～在宅学習期間（4/8～5/31）中の本校の取組について」 

のアンケートの結果（抜粋）を報告します。これらの振り返りを、本校の今後の教育活動の改善に生かし 

ていきたいと思います。なお、アンケートの結果はホームページで公開していますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ここでは、臨時休校から学校再開直前までの動きを時系列で振り返ります。なお、４月以降の学校の取

組はホームページや NewsLetter vol.2 でもご覧いただけます。 

≪３月≫ 

 ２日(月) 政府の休業要請を受け、臨時休校期間に入る 

 ８日(日) 分散登校で 18 期生の入学説明会を開催 

あ１０日(火)～１２日(木) 登校日（学末考査を実施） 

あ２１日(土)・２３日(月) 生徒・保護者面談 

あ２４日(火) 登校日（学年別修了式、教材販売、清掃） 
 

≪４月≫ 

３日(金) 第 18 回入学式を、簡略化して挙行 

４日(土) 着任式、始業式、対面式をグラウンドにて挙行 

６日(月)・７日(火) 始業を遅らせて２限授業（HR、新入生オリエンテーション、授業など） 

       →４月８日からの臨時休校を急遽決定し、 

休校中の課題等の指示・連絡を行う 

 ８日(水) 臨時休校期間に入る 

       →以降、生徒の生活習慣の維持、課題や 

動画の配信などについて様々な方法を 

模索し、オンライン授業の教員研修を 

何度も実施して、情報共有を図る 

あ１８日(土) 教員の在宅勤務を始める 

あ２８日(火) ５月７日(木)からの在宅学習を正式に決定 
 

≪５月≫ 

 ２日(土) 在宅学習の時間割、一日の流れなどを生徒に連絡 

７日(木) 在宅学習開始、前期課程の家庭訪問を７～８日に実施 

あ１３日(水)頃～各学年で Classroom の本格運用を始める 

あ１６日(土) 除菌・消毒等に関する教員研修 

あ１９日(火)～６月１日からの学校再開に向けた分散登校開始 

休校当初は教員が個々に動画や課題の配信
を始めました。各自が今できることを全力で
行う一方で、まだ学校としての統一感に欠け
る状態でした。その後、研修を繰り返して教
員内でスキルを共有し、非常勤教員を含め、
学校全体でオンライン授業や課題を実施でき
る状態になりました。 
また、Classi の想定外の不調により学校から

の連絡が滞りご迷惑をかけました。そんな中、
Google Classroom への移行の動きが教員内か
ら生まれ、移行作業と並行して利用に関する
教員研修が繰り返し行いました。 

》》》 臨時休校から在宅学習中の本校の取組について 

３月からの臨時休校決定後も、一年をき
ちんと締めくくることができるよう、感染
症対策を講じて学年末考査や面談を実施
しました。 
一方で、３月から４月当初にはオンライ

ンでの授業を実施するための対応を検討
しておらず、最悪の事態を想定した準備が
できていなかった点は今後の課題です。 

聖 心 学 園 
中 等 教 育 学 校    

在宅学習は朝の HR で一日がス
タートし、時間割に沿って授業が
進みました。Zoom に参加できな
い、課題が提出できない…など
様々なトラブルがありましたが、
その都度丁寧に対応し、少しずつ
改善して在宅学習を進めました。 



 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

       

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）学校の取組に対する満足度と、学習内容の理解度について 

満足度          理解度 

 

 

 

 

 

 
 
 

２）オンラインの学習活動で困ったこと、授業内容や課題で困ったことについて(複数回答可) 

学習活動で困ったこと    授業や課題で困ったこと 

 

 

 

 

 

 

 
  

３）その他、オンライン授業で困ったことや、良かったと思うことについて(自由記述) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
４）対面授業(通常の学校での授業)のなかに、 

オンラインでの授業方法を取り入れたほうが 

よいと思うものについて（後期課程のみ、複数回答可） 

 

 

 

 

 

前、後期とも｢自宅では集中できなかっ

た｣、｢勉強のペースがつかみにくかった｣

ことをあげる生徒が多数いました。また、

下記の自由記述で、YouTube の動画配信は

一方通行で｢先生に質問しにくい｣と感じ

たという記述が多くみられました。 

動画やオンラインでの授業内容は、ある

程度内容が伝わったようです。ただ、毎日、

毎時間の授業や課題提出の指示がわかり

にくいと感じた生徒が多数いましたので、

対応を検討したいと思います。 

良かった点として、自宅で学習する習慣

がついた、動画配信の授業は自分のペース

で学習でき、分かりにくいところを何度も

見返せて良かったという感想がありまし

た。ただし、動画では質問しづらく、その

点は Zoom での双方向の授業が良かったと

いう感想もありました。 

困った点として、Zoom では声が途切れて

聞き取りにくい、課題提出の方法が分かり

にくく、きちんと提出できたか不安になっ

た、プリントの印刷が大変だった、目が疲

れた、集中できず、モチベーションが上が

らなかったなどが挙げられます。 

》》》 生徒対象アンケート 結果概要 

学校の取組については一定の評価を得まし

た。一方で、学習内容を｢とても理解できた｣、

｢理解できた｣と自己評価した生徒はやや下が

っています。取組には満足しているが学習内

容の理解につながっていない生徒も一定数見

られました。小テストなどを効率的に組み込

んで理解度・到達度を定期的にチェックした

り、課題の量が多い分、課題の返却や内容に

関するフィードバックの機会を増やす必要が

あると考えています。 

これらの取組は、新型コロナウイルス感染症の第２波に備

えるとともに、新しい教育方法として大変重要になると考え

られます。通常授業再開後、６年生を中心に一部の教科で

Classroom での課題や動画配信が続けられています。普段の

授業とうまく融合することで、更なる効果が挙げられるよ

う、オンラインでの取組を継続していく必要があります。 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）学校の取組に対する満足度について 

前期課程(1～3 年)    後期課程(4～6 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）学校の取組全般について、気付かれたことや改善点について(自由記述) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
新型コロナウイルス感染症が全国に広がり、本校を含め教育現場は今までにない取組を求められまし

た。休校前に、在宅学習を見すえて ICT 環境の調査を行い、在宅学習の枠組を整備するとともに、家庭で

の学習で配慮すべき点を整理し、課題提示、授業動画の配信、双方向でのオンライン授業等を組み合わせ

た学習を組み立ててきましたが、不十分な点も多かったと反省しております。 

 在宅学習という新しい学びを経験したことは、通常の学校での学習のあり方を見つめ直す機会となりま

した。今後も学びの質を高めていくよう努力していきたいと考えております。 

 最後になりましたが、アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

》》》 保護者対象アンケート 結果概要 

 未曽有の事態の中、教職員の感染防止を最大

限に考慮した中での手探りの取組でしたが、本

校が大切にしている少人数制を生かした「一人

ひとりへのきめ細やかな対応」には、約 85％の

保護者の方に｢とても満足している｣、｢満足して

いる｣を選択していただきました。数値としては

一定の評価をいただきましたが、様々なご意

見・ご批判もいただいています。これらを参考

に、更なる改善に取り組みます。 

 具体的には、動画配信や zoom による対面授業などオンラインの授業を実施したこと、朝夕のホームルームや時間割

による授業を実施し規則正しい生活が送れたこと、毎日課題の提出があったこと、つながりにくい Classi から Classroom

に切り替えたこと、家庭訪問(前期課程)や学校から定期的な電話対応したことなどに評価をいただきました。 

←上の質問のうち、｢あまり満足していない」、｢満

足していない｣を選択された方の文章を分析しま

した。Classi が繋がりにくかった、学校からの連絡

やオンラインに関する操作方法がわかりにくかっ

た、3 月から臨時休校になっているにもかかわら

ずオンライン授業に取り組み始めるのが遅かっ

た、授業や連絡が一方通行であった、授業料はど

うなるのか、といった指摘をいただきました。 

 今後に備えるため、通常授業にオンライン授業

の手法を積極的に取り入れ、普段から教員、生徒

がオンラインでの取組に慣れていく必要がありま

す。どのような方法が効果的か、ルール等も含め

検討を進めます。 

→上の質問のうち、｢満足している」、｢とても満

足している｣を選択された方の文章を分析しまし

た。Classi に繋がりにくかったことや学校からの連

絡、操作方法が分かりにくかったことのほか、課

題の量を増やしてほしい、小テストなど到達度を

測るものが必要ではないか、子どもがきちんと課

題を取り組んでいるか分からないので課題の提出

状況を保護者にも知らせてほしい（特に前期課程）

という指摘をいただきました。 

 学習の進度、課題の内容や提出状況を保護者の

皆様にも｢見える化｣することが、普段以上に必要

な環境であったことが分かりました。情報の共有

方法について検討を進めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１日(月)から２週間、感染予防対策を講じたうえで登校時刻を遅らせて５限授業を行ってきました

が、近隣地域の新型コロナウイルス感染症の罹患状況を踏まえ、６月１５日(月)からは通常校時での学習

活動を再開しました。 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

》》》 学校再開後（6/1～）の様子を紹介します。 

令和３年度入試 広報行事（予定） 

9/19(土)入試説明会 

 10/10(土)第３回オープンスクール 
 

※今後の状況により、オープンスクール等の広報行事を 
中止や内容を変更して実施する可能性があります。 
その際は、本校ホームページなどにてお知らせします。 
なお、学校見学・個別相談は随時受け付けています。 
お気軽にお問い合わせください。 

【中学・高校一貫教育】 
 

聖心学園中等教育学校  
〒634-0063 奈良県橿原市久米町 222 番地 

Tel. 0744-27-3370  Fax. 0744-27-3525 

http://www.seishingakuenchuto.ed.jp/ 

中学３年生は「コミュニケーション英語」でブータン王国とブ

ータンの農業政策に貢献した西岡京治さんについて学習し、現地

で観光案内をしておられるゲンボ・ドルジさんと本校を Zoom で

繋ぎ、ブータン王国の歴史や西岡さんの功績について主に英語で

お話していただきました。5000 ㎞近く離れたブータンと日本を

テクノロジーの力で繋ぎ、英語を実際に使ってコミュニケーショ

ンすることができました。 

部活動や放課後の自習・質

問、２１時までの自習室開放

も順次再開。見慣れた光景が

戻ってきました。引き続き、

一人ひとりができる感染予

防を徹底しながら、協力して

学校生活を過ごしていきま

しょう。 

ようやく学校ににぎやか

な声が戻ってきました。た

だ、密にならないよう気を

配ったり、使用後の実験器

具やパソコン、教室を除菌

したりという感染対策が日

常の光景となりました。 


